
講演会 「これからの居場所」参加者アンケート   ※公開不可を除く 

・コンプライアンスとか、責任が―とか、そんな事考えないで成果もルールも決めないで「だって、来ちゃった

んだもん」というように、受入れしてから、その人と一緒に考えていく事が困っている人をもらさない方法なん

だよな、と私達も思っていました。２４時間勝に入る事ができる、食べ物がある、居たければ居る事ができて、

いつでも話を聞いてくれる、プログラムが無い、間違ってもまたリセットできる…これで息がしやすくなる人達

が沢山います。宮田さんとひとのまの仲間達がつくり上げてきたおおらかな居場所を私達もこの地域で人とつな

がってつくっていきたいなぁと思いました。ぷれいおん・とかちの皆さんの明るくて楽しい雰囲気に私達はつな

がれて本当に良かったと思っています。これからもよろしくお願いします！ 

 

・なんて居ごこちの良い人なんでしょう。宮田さんの性格や人とのつながり、考え方が人を寄せ、心をつかむの

でしょう。人が（不登校やひきこもり、孤立しがちな前科者）自然に集まり、自分の居場所となる事で、自分の

価値を見出し自己肯定感につながる事が実例として目の当たりにしている宮田さんの日常と活動はこれからこ

ういった活動をしようと今している人にとってのアイデンティティの持ち方の参考になった。宮田さんの信念に

沿った活動だからこそ利用者に心が伝わる、人と人とのつながりの輪が動き出し活動が持続していく事例はとて

も納得できた。人間もようを素の状態で見る事が出来るひとのま。ほんとうに心から助けられているんだなと感

じた。ひとのまが有ることで自分らしく、自分で居られる それこそが居場所 自分もそんな居場所を提供でき

るように努めたい。Well being の本質を感じた。支援をするのではなく、お互いの活動で自分の価値が生かされ

相手も自分も支えられるそんな心地よい居場所が広がっていく事を望みます。すごく気が楽に取りくめる気がし

ます。心が熱くなりました。 

 

・途中からの参加でしたが宮田さんの経験談がユーモアまじえてとても楽しくきくことができました。私自身も

居場所づくりをしたいのですが、１人でやるには限界があり同じような熱量やバランスよい力量、方向性をもつ

人とのつながりをもつことのむずかしさを感じています。今は私も足元（自分自身と家族）を大事にしてできる

ことをむりせずやっていこうと思いました。 

 

・様々な方とつながる場になってよかったです 

 

・心温まるエピソードを沢山お聞きでき、涙が出そうになりました。宮田さんは何て優しい人なんでしょう。根

底に人への想いとポジティブな考え方もあることを知りました。支援機関はもちろんですが、まず困っている方

が心を開き、信頼できる存在と出会えることが大事なのだと思います。宮田さんのようにそんな貴重な活動をさ

れている方へのサポートも広がれば良いなと感じました。 

 

・宮田さんのお話、すごくためになりました。私も昔、小規模作業所で働いていたのですが考え方について近い

ものを感じました。ないことはつくってみる、やってみる。という感じがすごく良いと思いました。悪者をつく

らない、おこらない、というのも共感します。最後のお話もとても良い息子さんとのエピソードでした。 

 

・ずっと色々な気持ちがくすぶっていたけど皆同じ様な疑問を持っていたりするのかなと思いました。宮田さん

の最後の言葉、「制度が追いついてくる」が希望でした。 

 

・ひとのまさんの居場所、あり方、本当にグッとくるし尊敬しかなかったし大好きだし、まねできたらなと思う

けど、全部はできないなーと思ってしまうのは自分の腹のくくり方が足りないのかなと思ったりするけど、そん



な事思ってても仕方ないし、自分も目の前のこと“信じて”受け取って、動きながら、“自然発生”で地域に必要な

ものができていったらいいなくらいの気持ちでやっていこうと思います。“悪者にしない”は本当にそうだと思い

ます。目の前の遠いニュースだって。そういう気持ちが広がるといいな。そのためにも、現実を見知れるつなが

りの居場所は大事ですよね。ひとのまさん、ぷれいおんさん、スマイルリングさん、帯広の行政のみなさん、漂

流教室さん、砂川のみんなの秘密基地もみんなでつながりあいながら、がんばりましょう～。あとは…“敵を作ら

ない”…苦手。だけど、まねしたい。。。 

 

・私には重度知的障害、自閉スペクトラム症の１８才の息子がいます。来年度養護学校を卒業したら、どんな居

場所があるだろうと日々悩んでいます。また、今年２月に母が亡くなり、８０才近い父が残されました。実家が

本州で離れている為、いつも会いに行ける訳でもなく、とても心配です。父と同じように高齢で人との関わりが

少なくなった人、息子のように障害があってなかなか１人だけでは生きていけない人、子育てで大変な保護者や

子どもなど、困っている人が誰でも集まってホッとできる場所ができたらいいのに…でも私にはそんな知識も力

もないしな…と思っていた頃に宮田さんの講演会のチラシを見つけました。私より若い人が、何をきっかけにど

んな風にこの「居場所」を作ったのか、とても興味をもち、今日参加させていただきました。宮田さんの人柄や

考え方などにひかれ、いろんなご縁ができた、ステキな居場所なんだなと感じました。私にはムリだよな…と（こ

んな居場所があったらいいのに）という思いをもちながらあきらめて他力本願だった私でしたが、宮田さんの話

を聞いて自分でもやってみようかな！という気持ちにさせていただきました。 

 

・宮田さんの「だったらこうしようか～」の試行錯誤のお話が終始面白く、私の脳みそもぐるぐる…とてもいい

運動になりました。見方を変えるヒントをたくさんいただきました。「難しいんじゃないか」と思えることも、ス

テレオタイプが邪魔していることだってあるかもしれない、よく知らないだけかもしれないと、一歩ふみ込んだ

り、少し視点を変えてみたりしてみようと思えました。 

 

・宮田さんの話がとても面白く、その中でも「敵をつくらない」「相手を信じること」は、どんな人とも関係性を

築くことに必要な事で、今失われてきているのでは、と思ったところです。特に世代、生き方・暮らし方を問わ

ず居ることのできる場所は、ひと昔前には地域にあたり前にあった様に思いますが、今そういった場所がなぜか

失われてしまい、家庭や個人が孤立している状況が「居場所」を必要とすることになってしまっているのではと

感じます。 

 

・居場所というと、そこにいる人が大事と言われがちだが今日の話で見えてきたことは、場がどういう設定であ

るかという｛ハードウェア・システム｝の部分だと思った。「家を借りて開けている」だけというシステムを徹底

させることが、人の関わり方を産み出しているのが、ひとのまの特徴と思う。場に、何かさせようという圧力が

なく「支援者」にあたる人が限界をわきまえる余裕をもつことができる。そこでおこる日常の出来事に反発する

ことがないのは「敵を作らない」というひとのまの姿勢に通じる。そして、日常の出来事の中で人が変化して行

くことに信頼をおくことが、その姿勢を支えている。こうした場のシステムから生まれる時空間のあり様は、卒

業のような年限がないことをその基底にもっていると思った。２代目をどうするか、セクシャル・パワーハラス

メントのケースにはどう対応するかという２つの課題について話しを聞きたいと思いました。 

 

・ぷれいおんはいつもおとなにも子どもにもためになったり、おとなも子どもも楽しめる企画をしてくれていて

感謝です。宮田さんのお話は以前も聴いていてとても共感してました。十勝の皆さんにも広く知っていただきた

い。立場でなく、すべては人と人。お互いを尊重しながらみんなが生きやすい社会に、地域になっていったら良

いと思うし、できることをしていきたい。これからも「ないならつくればいい」「やったことないことはやってみ



ればいい」「前例がない。ではなく、前例はつくるもの」と引き続き目の前の人、となりにいる人が元気になれた

らいいなと自分のできることで精一杯！「おとなも子どももみ～んな笑顔になあれ」 

 

・どんな環境、状態の人でも関係なく関わり支援者としてではなく、1 人の人間として楽しんでいるところが、

とても魅力的だなと感じた。私は自分の経験を生かして活動しているが、それも強みなのかなと思えた。何して

ようが、自分を大事にするのが 1 番と考え、強制（サポートするからおいで！など）も違うから、本人がしたい

ことをできるようにサポートするのが大事だと考えている。とても楽しく、新しい世界を見させていただいた。

犯罪者でもひきこもりでも、その人が悪い訳じゃなく、何か別の原因があったりで元々はその人は違うんだと改

めて気づいた。 

 

・開けているだけではなく、開けている人間が人とつながっていくことがとても必要なのだと感じます。開ける

人間が同じ目線でいる事、その方の背景にあるものも含め器を広くある事の必要を感じ、学びも経験も重ねてい

きたいと思います。支援というよりも、一人の人間として。居場所をつなぐ、居場所とつなぐ。とても良い会を

ありがとうございます 

 

・帯広でも今回の宮田さんと同じような経験をしている NPO の理事です。今、行政や様々な関係機関から困窮

や悩みの相談が寄せられます。お話を聞いて、現場での利用者さんと支援者の関わりに共感を感じました。グル

ープホームにおいては制度やルールに縛りが煩わしく感じる場面も有りますが、今回お聞きした「ひとのま」さ

んのような人間味のある支援続けたいと感じました。 

 

・とても楽しい講演会でした。それでいて、複雑で様々な困難や問題を知ることもできました。「みんな利用者、

みんなスタッフ」という状況（方針？）がとても良いと思いました。居場所が見つけられない人たちに、（それぞ

れの場所で）居場所が見つけられるような社会になってほしい。何か手伝えることがあれば…と思っているが…

どうしたら？何が手伝える？と考えてしまいます。 

 

・とても勉強になりました。今後の支援の参考にしたいと思いました。 

 

・本日の話は私の理想の形でした。不登校、ひきこもり、発達障害、精神障害など様々な友人、知り合いがいま

す。もちろん定型者といわれる友人もいます。でも壁をそれぞれ感じている人がとても多いです。その壁をとり

のぞきたく、ささやかに、活動しています。おこったりはしませんが私の力の源はいかりかな？とても楽しく、

勇気づけられる話でよかったです。 

 

・「つなぐ」「つながる」というコトバが沢山でてきた講演会だったように思います。ちょっとつながれること、

出来ることをやっていきたいです。 

 

・とても良いお話をきけました。娘は不登校で学校ともなかなかうまく話し合いはすすみません。敵をつくらな

いこと、信じること、を親として今後意識して関わっていこうと思いました。 

 

・みんながハッピーになれるようにって大事ですね。心配しているみんなのつながりを大切にしていこうと思い

ます。学校では支援計画を作成していますが、動き出した子どものやりたいことに寄りそっていきたいです。力

を抜いていきたいと思います。 

 


